
舞鶴工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 機械工学実験Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教材：配布プリント
担当教員 篠原 正浩,小林 洋平,室巻 孝郎,西山 等,村上 信太郎
到達目標
１　物理，化学，情報，工学における基礎的な原理や現象を明らかにするための実験手法，実験手順について説明できる。
２　実験装置や測定器の操作，及び実験器具・試薬・材料の正しい取扱を身に付け，安全に実験できる。
３　実験データの分析，誤差解析，有効桁数の評価，整理の仕方，考察の論理性に配慮して実践できる。
４　実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験データについて論理的な考察ができる。
５　実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実践できる。
６　実験データを適切なグラフや図，表など用いて表現できる。
７　実験の考察などに必要な文献，参考資料などを収集できる。
８　実験・実習を安全性や禁止事項などに配慮して実践できる。
９　個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に取り組むことができる。
１０　共同実験における基本的ルールを把握し，実践できる。
１１　レポートを期限内に提出できるように計画を立て，それを実践できる。
１２　加工学実験，機械力学実験，材料学実験，材料力学実験，熱力学実験，流体力学実験，制御工学実験などを行い，実験の準備，実験装置
の操作，実験結果の整理と考察ができる。
１３　実験の内容をレポートにまとめることができ，口頭でも説明できる。
１４　事実をもとに論理や考察を展開できる。
１５　結論への過程の論理性を言葉，文章，図表などを用いて表現できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
物理，化学，情報，工学における
基礎的な原理や現象を明らかにす
るための実験手法，実験手順につ
いて十分説明できる。

物理，化学，情報，工学における
基礎的な原理や現象を明らかにす
るための実験手法，実験手順につ
いて説明できる。

物理，化学，情報，工学における
基礎的な原理や現象を明らかにす
るための実験手法，実験手順につ
いて説明できない。

評価項目2
実験装置や測定器の操作，及び実
験器具・試薬・材料の正しい取扱
を十分身に付け，安全に実験でき
る。

実験装置や測定器の操作，及び実
験器具・試薬・材料の正しい取扱
を身に付け，安全に実験できる。

実験装置や測定器の操作，及び実
験器具・試薬・材料の正しい取扱
を身に付けておらず，安全に実験
できない。

評価項目3
実験データの分析，誤差解析，有
効桁数の評価，整理の仕方，考察
の論理性に配慮して十分実践でき
る。

実験データの分析，誤差解析，有
効桁数の評価，整理の仕方，考察
の論理性に配慮して実践できる。

実験データの分析，誤差解析，有
効桁数の評価，整理の仕方，考察
の論理性に配慮して実践できない
。

評価項目4
実験テーマの目的に沿って実験・
測定結果の妥当性など実験データ
について論理的な考察が的確にで
きる。

実験テーマの目的に沿って実験・
測定結果の妥当性など実験データ
について論理的な考察ができる。

実験テーマの目的に沿って実験・
測定結果の妥当性など実験データ
について論理的な考察ができない
。

評価項目5
実験ノートや実験レポートの記載
方法に沿ってレポート作成を十分
実践できる。

実験ノートや実験レポートの記載
方法に沿ってレポート作成を実践
できる。

実験ノートや実験レポートの記載
方法に沿ってレポート作成を実践
できない。

評価項目6 実験データを適切なグラフや図
，表など用いて十分表現できる。

実験データを適切なグラフや図
，表など用いて表現できる。

実験データを適切なグラフや図
，表など用いて表現できない。

評価項目7 実験の考察などに必要な文献，参
考資料などを十分収集できる。

実験の考察などに必要な文献，参
考資料などを収集できる。

実験の考察などに必要な文献，参
考資料などを収集できない。

評価項目8 実験・実習を安全性や禁止事項な
どに配慮して十分実践できる。

実験・実習を安全性や禁止事項な
どに配慮して実践できる。

実験・実習を安全性や禁止事項な
どに配慮して実践できない。

評価項目9
個人・複数名での実験・実習であ
っても役割を意識して主体的に取
り組むことができる。

個人・複数名での実験・実習であ
っても役割を意識して取り組むこ
とができる。

個人・複数名での実験・実習につ
いて、役割を意識して主体的に取
り組むことができない。

評価項目10 共同実験における基本的ルールを
把握し，十分実践できる。

共同実験における基本的ルールを
把握し，実践できる。

共同実験における基本的ルールを
把握し，実践できない。

評価項目11
レポートを期限内に提出できるよ
うに計画を立て，それを十分実践
できる。

レポートを期限内に提出できるよ
うに計画を立て，それを実践でき
る。

レポートを期限内に提出できるよ
うに計画を立て，それを実践でき
ない。

評価項目12

加工学実験，機械力学実験，材料
学実験，材料力学実験，熱力学実
験，流体力学実験，制御工学実験
などを行い，実験の準備，実験装
置の操作，実験結果の整理と考察
が十分できる。

加工学実験，機械力学実験，材料
学実験，材料力学実験，熱力学実
験，流体力学実験，制御工学実験
などを行い，実験の準備，実験装
置の操作，実験結果の整理と考察
ができる。

加工学実験，機械力学実験，材料
学実験，材料力学実験，熱力学実
験，流体力学実験，制御工学実験
などを行い，実験の準備，実験装
置の操作，実験結果の整理と考察
ができない。

評価項目13
実験の内容をレポートにまとめる
ことができ，口頭でも十分説明で
きる。

実験の内容をレポートにまとめる
ことができ，口頭でも説明できる
。

実験の内容をレポートにまとめる
ことができず，口頭でも説明でき
ない。

評価項目14 事実をもとに論理や考察を十分展
開できる。

事実をもとに論理や考察を展開で
きる。

事実をもとに論理や考察を展開で
きない。

評価項目15
結論への過程の論理性を言葉，文
章，図表などを用いて十分表現で
きる。

結論への過程の論理性を言葉，文
章，図表などを用いて表現できる
。

結論への過程の論理性を言葉，文
章，図表などを用いて表現できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (D) 学習・教育到達度目標 (G)
教育方法等



概要

この科目は，企業で計測機器の研究を担当していた教員が，その経験をいかして，計測に関する内容を扱うものである
。

【授業目的】
１．機械工学に関連した種々の力学的現象や材料などの性質を実験を通じて調べ，理解する。
２．できあがった機械やその一部の性質や性能を実験を通じて調べ，理解する。

授業の進め方・方法

【授業方法】
クラスを５班に分け，ローテーション形式で各テーマの実験を行う。

【学習方法】
４学年で学んだ機械工学実験を基礎を基礎として，また，同時に履修する関連科目の内容を中心として，実験を通じて
解明することを目的に学修する。

注意点

【成績の評価方法・評価基準】
実験を主体として成り立つ科目の性格上，定期試験は実施しない。各実験テーマ毎に出席状況，授業態度，報告書の提
出状況，内容などを考慮して成績を評価し，これらの平均値を総合成績とする。到達目標に掲げる各項目の到達度を評
価基準とする。

【備考】
共同作業を伴うため，正当な理由なく遅刻・欠席することは厳禁である。また，提出物の〆切りは厳守すること。

【学生へのメッセージ】
実験を通して，測定機器の取り扱いや実験技術の修得，実験データの処理や解析方法などを学んでほしい。

【教員の連絡先】
研究室　A棟3階（A-310）
内線電話　8933
e-mail：  s.murakamiアットマークmaizuru-ct.ac.jp　(アットマークは@に変えること。)

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 シラバス内容の説明，オリエンテーション

2週 １．物体まわりの流れの可視化および流体力測定 １，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５

3週 １．物体まわりの流れの可視化および流体力測定 １，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５

4週 ２．振動実験 １，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５

5週 ２．振動実験 １，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５

6週 ３．制御工学演習 １，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５

7週 ３．制御工学演習 １，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５

8週 ４．ひずみゲージによるひずみ測定 １，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５

4thQ

9週 ４．ひずみゲージによるひずみ測定 １，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，１１，
１２，１３，１４，１５

10週 レポート整理 ５，６，７，１１，１３，１４，１５
11週 レポート整理 ５，６，７，１１，１３，１４，１５
12週 レポート整理 ５，６，７，１１，１３，１４，１５
13週 レポート整理 ５，６，７，１１，１３，１４，１５
14週 レポート整理 ５，６，７，１１，１３，１４，１５
15週 レポート整理 ５，６，７，１１，１３，１４，１５
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

機械系分野
【実験・実
習能力】

機械系【実
験実習】

加工学実験、機械力学実験、材料学実験、材料力学実験、熱力学
実験、流体力学実験、制御工学実験などを行い、実験の準備、実
験装置の操作、実験結果の整理と考察ができる。

4

後2,後3,後
4,後5,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11

実験の内容をレポートにまとめることができ、口頭でも説明でき
る。 4

後2,後3,後
4,後5,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11

評価割合
試験 発表 相互評価 実技等 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 100 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


